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論 文 内 容 の 要 旨
日本ではバブル経済崩壊以降の景気の悪化に伴い、求人の減少や雇用の流動化が深刻化し、1990年代中
頃から都市社会全域に野宿者が顕在化するようになった。日本における野宿者は中高年の単身男性に集中
してみられるが、このことは彼らが労働市場から「雇用するに値しない」と見切られると同時に、福祉行
政からは、なお「稼働能力は残っている」ということで各種の社会福祉サービスへのアクセスを断たれて
きたことを意味する。
こうして、公的なセーフティネットからも地域社会のセーフティネットからも排除されがちな野宿者に
対して積極的な支援を行なっているのが民間の支援団体である。野宿者のなかには、廃品回収などの雑業
で一定の収入を得ている者もいるが、多くの場合、自分自身の衣食住を十分にまかなうほどの余裕はない。
したがって、野宿者にとって民間の支援団体は好むと好まざるとにかかわらず、関係を取り結ぶ存在なの
である。
民間の支援団体と一口に言っても、組織構造は団体によって大きな差異がある。そこで本論文では議論
を明瞭にするため、民間の支援団体を便宜的に「世俗的な支援団体」と「宗教と結びつきのある組織」＝
Faith-Related Organization（以下、FRO）とに二分して考察している。「世俗的な支援団体」にせよ
FRO にせよ、民間の支援団体は社会的に排除された野宿者を積極的に支援しようとする。したがって、
これらの組織がどのような価値や規範によって支援を行なっているのか、すなわち「包摂の論理」を分析
することが重要である。しかし、野宿者支援に関連する先行研究において、支援者の活動の背景にあるも
のを丁寧に分析したものは少ない。
近年、社会学及びその周辺領域においてボランティアやNPOといった「新たな公共」の担い手の研究
が進んでいるが、宗教とのかかわりを把握したものはほとんど存在しない。実際にボランティアや NPO
の担い手のなかには伝統的コミュニティによる相互扶助や宗教を基盤にしたものが存在するが、ボラン
ティア論や NPO 論は、ボランティアを新しい市民意識に基づいた自発的な活動だと捉える傾向があり、
宗教を時代遅れなものとして研究視角から排除しがちである。この傾向を反映するように、野宿者支援に
関する先行研究で取り上げられてきた民間の支援団体もほとんどが「世俗的な支援団体」となっている。
このように、先行研究ではほとんど取り上げられていないものの、FRO は主要な野宿者支援の担い手
である。野宿者の多くは、信仰の有無に関わらず、数少ない支援者として FROと日常的に関係を取り結
んでいる。もっとも、FRO の野宿者支援と一口にいってみても、組織構造や支援の理念・目的・方法な
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どは担い手によって大きく異なるため、それらの性格を類型化して把握する必要がある。NPO法人格を
取得し、「世俗的な支援団体」と近似した野宿者支援を展開している FRO がある一方で、宗教法人とし
て宗教活動を積極的に行ないながら野宿者支援を展開しているところもあり、その様態は一枚岩ではな
い。そこで、本論文の著者は、布教伝道に重きを置く「宗教活動への関与」の程度と福祉的な活動をする
際の「公的機関との協働」はどうかというつの変数を用いてつのパターンを仮定し、よりダイナミッ
クなFROの社会活動・福祉活動の研究視角を提示する。
宗教社会学や宗教学においても FROの社会活動や福祉活動の取り扱いは近年急速に着目され始めたば
かりで、十分な分析枠組みを持ち合わせていない。このような問題意識から本論文においては野宿者支援
という現場を手がかりに、これまで日本のアカデミズムにおいて見過ごされたり、周辺的に扱われてきた
宗教と社会活動・福祉活動の関係が FROという新たなパースペクティブで捉えられ、その社会的性格が
体系的に論じられる。
第章「『宗教の社会貢献』を問い直す ――FROという概念を用いた考察」は、日本における宗教団
体／宗教者の社会活動・福祉活動が近年、「宗教の社会貢献」の用語で研究されていることに対し、疑義
を提示した論考である。「宗教の社会貢献」批判のポイントは以下のつである。一つは「宗教」という
概念が持つ対象範囲の狭さである。宗教と関連のある組織は、人材・資金・活動拠点・活動理念などの全
てを特定の宗教団体に依拠しているものから、部分的に依拠しているものまで多様な形態を持つ。とりわ
け NPO や NGO が台頭し始めた近年は宗教団体／宗教者が他機関と協働しながら社会活動・福祉活動を
行なうことが多くなっている。このように多元化・拡散化する状況に対しては宗教という用語よりも、よ
り包括的な概念である FROという用語を活用する方が適切であると主張する。もう一つ、社会貢献とい
う用語は、既に公共的な課題になっているものに対する応答的性格が顕著だが、実際のFROの社会活動・
福祉活動は、いまだ公共的な課題になっていない事象を社会問題化していくような開拓的・批判的性格も
持っている。したがって、社会貢献という用語はFROの活動の一面しか捉えられないというのである。
ここで、以下、事例研究の要旨説明に入る前に、本論文の著者が提示したボックスモデルに、各章の
位置取りなどを加えて図式化しておこう。
章「釜ヶ崎における FROの展開」は釜ヶ崎においてキリスト教が長期間にわたり支援活動を展開し
てきたことを概観し、それらを「運動型キリスト教」と「布教型キリスト教」に類型化し、双方が異なる
アプローチで活動を展開していることを示した論考である。釜ヶ崎の労働運動が盛り上がりをみせた1960
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年代後半から1990年代初頭にかけては、キリスト教の布教行為が労働運動の活動家や日雇労働者の批判の
対象となっていたが、日雇労働者の野宿化が急激に進行し、労働運動の規制力も弛緩した90年代後半には、
「ホームレス伝道」が活性化するようになり、複数の FRO が行なう伝道集会には多くの野宿者が参加す
るようになった。伝道集会では、野宿者が布教行為をある程度受容するような実践が散見されるが、実際
に洗礼を受け、特定の教会へ所属することは極めて少ない。野宿者の多くが特定の宗教やイデオロギーを
内面化せず、むしろ、当座の生活問題を解決するために、異なる価値観に立脚したサポートを同時並行的
に利用する、ということがフィールド調査から明らかにされている。なお、章は FROのボックスに
おける B型（布教型キリスト教）と C型（運動型キリスト教）を扱った事例である。
章「教会に集う野宿者の意味世界――救世軍西成小隊を事例に」は、野宿者が継続的に伝道集会に参
加するなかで経験する意味世界の変容に着目した論考である。章で示すように、野宿者の多くはホーム
レス伝道を行なうキリスト教にシンパシーを感じつつも、教会に所属することは差し控える。他方で教会
に所属し、ボランティア・スタッフとして積極的に活動する野宿者も少数だがいる。そこで、章では「非
信者」「周辺的信者」「信者」というつの信者類型が用いられ、どのような野宿者が信者になるのかが、
生活史の分析から明らかにされる。そのなかで、宗教社会学において最も多く引用されている入信理論
「ロフランド＝スターク・モデル」が参照され、救世軍西成小隊における野宿者の入信パターンとの類似
点と相違点が示される。なお、章はFROのボックスにおける B型を扱った事例である。
章「韓国系プロテスタント教会の野宿者支援の特徴とその効用」は、東京都心部で日本の野宿者を積
極的に支援している複数の韓国系プロテスタント教会の事例をもとに、それらの活動の背景・方法・効用
などが分析された論考である。社会的に排除された野宿者にとって、韓国系プロテスタント教会は数少な
い社会関係のひとつとなっている。野宿者の多くは韓国系プロテスタント教会に概ね好意的なまなざしを
向けており、なかには入信し、教会に所属する者もいるが、「野宿生活からの脱却」という観点に立つと、
韓国系プロテスタント教会の活動は積極的な効果を示しているとは言い難い。というのも、韓国系プロテ
スタント教会は日本社会に十分に定着しておらず、政府や他機関・他教会との連携に乏しく、支援活動が
体系的なものになっていないからである。布教と応急的な食糧支援に特化しがちな韓国系プロテスタント
教会の活動が、意図せざる結果として「野宿生活の継続」という選択肢をもたらしていることが章で示
される。なお、章はFROのボックスにおける B型を扱った事例である。
章「沖縄におけるキリスト教系 NPOのホームレス自立支援事業――親密圏の回復と自立の葛藤」は、
公的な野宿者支援の乏しい地方都市において FROが NPO法人として活動する事例として「NPO法人プ
ロミスキーパーズ」を取り上げた論考である。ここでは、持続的な野宿者支援を可能にするソーシャル・
キャピタルの形成パターンが、フィールドワークから得られた知見をもとに分析され、公設の自立支援施
設とは異なる FROに特徴的な包摂のメカニズムが明らかにされる。プロミスキーパーズは支援・被支援
関係が溶解した人格的な交わりを重視するため、施設入所者の多くが組織内で自分の役割や目標を見出
し、プロミスキーパーズに一定の帰属意識をもつようになっている。これまでの人生のなかで他者から信
頼を得る機会が少なかったり、他者の期待を裏切ったりしてきたと自認する者たちがプロミスキーパーズ
のスタッフとして働くことで、自らの尊厳を回復し、人間関係もうまく取り結ぶことができるようになっ
ている。しかし、プロミスキーパーズの場合、「親密圏の回復」が支援団体の外部ではなく、内部におい
てみられることから施設入所者の多くが施設退所を逡巡する。そこで、政府が野宿者に期待する経済的・
社会的自立が困難であることが明らかにされる。なお、章は FROのボックスにおける B型であった
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プロテスタント教会が体系的な支援を展開するために D型のNPO法人へと移行したプロセスを扱った事
例である。
補論「韓国の野宿者対策を担う FRO――公民協働事業への軌跡」は、韓国における貧民運動の系譜を
たどることで、今日の韓国における公的な野宿者支援に FROが深く関与していることを示した論考であ
る。かつて政府と対立関係にあった FROによる貧民運動は現在、政府と協働関係を取り結ぶようになっ
ている。公民協働事業は政府の観点からは経費削減というメリットもあるが、それ以上に、独自の社会倫
理やノウハウをもつ民間組織の協力を得ることで政府が対応できない問題の解決を図ることに価値が置か
れる。韓国の野宿者対策における公民協働事業の場合、公的セクターが野宿者の公共空間からの不可視化
と労働への再参加を目指しているのに対し、民間セクターは何より野宿者の生存権の確保と自尊感の回復
を目指しており、両者の野宿者観は微妙に異なっている。しかしながら民主化が定着した今日、かつての
ようなハードな対立関係になるより、一定の信頼関係に基づいた批判的協働関係を取り結ぶことが現実の
改変にとって有効だという認識が高まっており、このことを具体的に証左する事例としてキリスト教系
FRO――タキソギ（立ち直り…神学的には「復活」の意）センター――の実践が取り上げられる。なお、
補論は FRO のボックスにおける C型（対抗型）であった FRO が政府と協働関係を構築するために D
型（公民協働型）へと移行したプロセスを扱った事例である。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
まずは、タイトル「野宿者支援における宗教の社会参加」に、――著者が意識している以上に――本論
文の特長がよく表われているというところから、審査報告を始めよう。著者の研究計画ないし本論文を含
む全体構想上の必要から、あえて「宗教と結びつきのある組織」Faith-Related Organization（FRO）と
概念規定している――その意図するところは第章で説明されており、評者にも理解できる――が、具体
的に取り上げられている事例で見る限りは、もっと一般的な言い方で「宗教団体による野宿者支援」を問
題にした論文であると考えても、特に支障はない。当然、その活動は、広く宗教の社会貢献――とまでは
言わなくとも――積極的な福祉的ないし社会的な活動と看做されているものであろう。しかるに著者は、
その種の社会活動を取り上げながらも、むしろ宗教団体のほうが、それらの活動を通して、ようやく社会
参加することが出来るのだというふうに捉えようとしている。
宗教団体に対するこの見方は、著者自身も熟知している、近年の宗教社会学方面で目だってきた動向
――特にスピリチュアルな領域に特化して宗教の社会貢献を強調しようとする傾向――とも違った、本論
文に特有の視角である。もっと言えば、いわゆる宗教的無党派層が主力をなし、かつ、政教分離原則の建
て前にも敏感な人びとから成る、いまの日本の都市社会では、スピリチュアルな領域での自己主張はむし
ろ抑えて、もっとマテリアルな意味での現場のニーズに応えることによって、かえって宗教団体としての
存在意義を認知され、その分、公的機関との協力関係も得やすくなると判断しているのであろう。この視
角を携えて、著者は野宿者支援の“現場”におもむき、支援する側とされる側、双方への綿密な聞き取り
調査を行なったのである。結果は、本論文に先立つ、何篇かの研究論文が宗教社会学の専門分野で注目さ
れ、一つは『国際宗教研究所ニューズレター』（58号：5-11頁）に、もう一つは『宗教と現代がわかる本』
2009年度版（158-165頁）に、いずれも学会誌編集委員会からの依
、
頼
、
原稿の形で掲載されるという（考え
ようでは）査読つき論文以上とも看做せる登竜門を見事にクリアしたのである。
ただし、聞き取り調査の全てが著者のこういった見方を支持しているかといえば、必ずしもそうではな
いのだ。第章の、いわば理論部と、「補論」にある韓国の実情とを比較検討する際には、有効な視角で
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あるが、他の章で論述される現場の実態はしばしばこの視角を裏切ってさえいるといわざるを得ない。し
かし、そこにこそ、わざわざ“現場”に押しかけて行った値打ちもあろうというもの。タイトルに示唆さ
れる、著者の宗教団体に対するユニークな見方と、聞き取り調査が垣間見せる“現場”の実情とのズレ、
むしろこの辺りこそ本論文を高く評価する理由なのである。
以上、本論文の大まかな評価を申し述べたが、次に、各章ごとのもう少し立ち入った評価をしておこう。
まずは、「序論」と第章「宗教の社会貢献を問い直す――FROという概念を用いた考察」という、いわ
ば理論部とを見てみよう。ポイントは、先行研究ではほとんど取り上げられていないものの、現実には、
大阪市域でも東京都内でも、FRO が野宿者支援の主要な担い手であり、現に野宿者の多くは、信仰の有
無に関わらず、数少ない支援者としてFROと日常的な関係を取り結んでいる、という点にある。ただし、
本論文に先行する諸論稿においては、例えば先に言及した『国際宗教研究所ニューズレター』では、タイ
トルが「宗教者／宗教団体による社会福祉活動の諸相」となっており、さらに『宗教と現代がわかる本』
2009年度版でも、タイトルは「釜ヶ崎における宗教団体の活動の実態」となっていたように、宗教団体に
よる野宿者支援活動に注目するという点では変わりがなくとも、FRO という概念規定は、あくまで本論
文を書き上げる段階での新たな着想であることには留意しておくべきだろう。もとより、FRO の野宿者
支援といってみても、なお組織構造や支援の理念・目的・方法などは担い手によって大きく異なるため、
それらの性格を類型化して把握する必要が生じる。否、この必要を自覚したからこそ、FRO という概念
規定も必要になったというほうが当たっていよう。実際、著者は、一方に「宗教活動への関与」の度合い
を、もう一方には「公的機関との協働」の有無を配置し、この二つを縦軸と横軸にクロスさせたボック
スモデルを構築し、各々に A型から D型までの名称を施している。このうち、今日における主要な野宿
者支援のパターンとなっているのは、「宗教活動への関与」には積極的ながら、「公的機関との協働」には
消極的な B型と、反対に前者には消極的ながら、後者については積極的な D型のどちらかであるが、本
論文では、もう一つどちらの面でも消極的な C型も取り上げられ、その類型相互の違いのみならず、
後述する第章では B型から D型へ、「補論」では C型から D型へと変化する事情が論じられるのであ
る。こういった支援団体としてのあり方の変化が、とりまく社会環境への、いわば適応プロセスとして記
述できる点に、この類型設定の有効性が表われており、あえて FRO の概念規定を施したことと併せて、
著者の理論的センスの良さを証していると言っていいだろう。ただ惜しむらくは、特に C型から D型へ
と変化した興味深い事例として、折角「韓国の野宿者対策を担う FRO――公民協働事業への軌跡」が論
じられているのに、これが最後の「補論」の形で置き去り状態になってしまっていることである。政教分
離原則のシビアな適用に走りがちな――結果、宗教抜
、
き
、
の
、
慰
、
霊
、
祭
、
などと聞かされても、何ら矛盾も感じな
いほど“宗教アレルギ-”が充満している――わが国と比較して、韓国の、特にキリスト教各派が保持し
ている有利さのもと、それでもなお社会環境の変化に応じて自己変革を遂げていく事情を旨く捉えた、優
れたレポートであるだけに、本論文の理
、
論
、
上
、
の有効性を証するものとして、第章の次に、その理論的含
意を交えた一つの章にすべきであったと惜しまれるのである。
もちろん、理論上の目新しさばかりが本論文のとりえではない。第章から第章へと展開する“現
場”の実態把握、支援する側・される側双方から聞き取られた各々に個別の事情、さらには、生半可な接
触の仕方では開陳されそうもない内面の「心意事象」にまで、ある程度踏み込めた点は、本論文のもう一
つの評価ポイントとして特筆に値するであろう。第章では、釜ヶ崎（＝愛隣地区）における FROの展
開が、「運動型キリスト教」と「布教型キリスト教」という二つの類型設定の上で議論されるが、傾向と
しては C型を代表する前者が衰退気味であるのに対し、B型を代表する後者の方がなおも活発な支援活
動を展開している、その各々の原因が、支援する側とされる側双方の事情に照らして吟味されている。面
白いのは、普通なら信者側の入信動機を問題にする際に利用されるプッシュ（押し出し）要因が、ここで
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は支援する FRO側の問題として議論され、極論すれば、ほかに行きどころのなくなった韓国系プロテス
タント教会の開拓伝道が、幸か不幸か宗教的に空洞化状態にあると認知された釜ヶ崎に、そのほこ先を向
けたのだろうと言う著者の鑑定眼であろうか。いきおい、プル（吸引）要因の方は、支援を受ける野宿者
の側で議論され、要は食べるためには、いくつもの伝道集会を“はしご”しなければならない野宿者の実
態、及び“生の声”が記録されているのである。「釜ヶ崎では、あらゆる（伝道集会の）炊き出しを活用
すれば、日によって一日に回以上食事することも可能である」と注記されているのも面白い。
もちろん、ただ食べるためだけに伝道集会に参加する人ばかりではない。続く章・章・章では、
決して数は多くはないけれども、支援されたことを契機にして、伝道された信仰の中身を一定程度受容し、
ついには支援する側にまわる人たちのことが、各支援組織の実例に即して、かつ再度、野宿者たちの“生
の声”も交えてビビッドに描かれている。もっとも、ここでも著者の鋭い鑑定眼は、信仰を受容した、そ
のことの故に、かえって各支援団体への依存度を高め、あるいは野宿生活から脱け出すことが困難になっ
たり、あるいは支援団体が体現している「親密圏」に、いわば安住してしまうような結果にもなることを
的確に指摘している。
以上、やや理論部にこだわり過ぎた感もあろうが、月21日に開催された口頭試問（公開）での受け応
え及び本人が陳述した今後の課題設定をも併せて、我われ審査委員会は、本論文が博士学位を授与するの
にふさわしいものであると評定する。
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